
　
平
成
16
年
度
は
、
北
千
住
駅
西
口
再
開
発
の
完
成
、
旧
本
庁
舎
跡

地
の
東
京
芸
術
セ
ン
タ
ー
及
び
あ
だ
ち
産
業
セ
ン
タ
ー
の
着
工
な
ど
、

足
立
の
魅
力
を
高
め
、
文
化
や
教
育
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
向
け
ス
タ
ー
ト
し
た
年
で
あ
っ
た
。
あ
わ
せ
て
、
新
基
本
構
想

を
策
定
し
、
更
な
る
区
政
改
革
に
踏
み
出
し
た
年
で
も
あ
っ
た
。

　
鈴
木
区
長
は
、
こ
れ
ま
で
財
政
の
立
て
直
し
に
全
力
で
取
り
組
み
、

実
質
収
支
比
率
、
経
常
収
支
比
率
等
の
決
算
指
標
が
改
善
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
財
政
の
立
て
直
し
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
こ
と
の
結
果

だ
と
確
信
す
る
。

　
平
成
16
年
度
決
算
で
は
、
実
質
収
支
は
52
億
円
の
黒
字
と
な
り
、

財
政
運
営
の
弾
力
性
や
健
全
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
79.6
％
と
、

前
年
度
に
比
べ
1.9
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
た
が
、
区
税
収
入
は
７
年
連
続

の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
区
財
政
が
国
庫
支
出
金
、
都
支

出
金
や
財
政
調
整
交
付
金
な
ど
へ
の
依
存
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
お

り
、
財
政
指
標
は
改
善
し
て
い
る
も
の
の
、
内
容
は
大
変
厳
し
い
。

今
後
も
扶
助
費
等
の
伸
び
が
予
測
さ
れ
る
中
で
、
小
・
中
学
校
等
の

公
共
施
設
の
更
新
が
目
前
に
迫
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
財
政
の
健
全

化
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
今
回
の
質
疑
で
は
、
行
政
が
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
中
で
、

「
方
針
・
決
定
の
あ
り
方
が
ど
う
だ
っ
た
か
」「
上
司
へ
の
意
見
伝
達

が
き
ち
ん
と
な
さ
れ
て
い
る
の
か
」「
責
任
を
持
っ
て
職
務
遂
行
に

あ
た
っ
て
い
る
の
か
」
等
多
く
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
た
。

　
組
織
運
営
の
あ
り
方
は
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
に
直
結
す
る
事
柄
で
あ

る
。
区
は
今
後
１
千
人
の
職
員
を
削
減
す
る
方
針
を
た
て
、
積
極
的

に
外
部
化
を
図
る
と
し
て
い
る
が
、「
外
部
化
」
が
区
の
役
割
や
責

任
を
回
避
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
一
層

職
員
の
能
力
の
向
上
を
図
り
、
組
織
と
し
て
強
靭
な
体
力
を
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
こ
そ
区
は
、
64
万
区
民
に
責
任
を
持
っ
て
仕

事
を
進
め
る
た
め
に
も
「
組
織
力
」
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
本
決
算
に
は
、
湯
河
原
区
民
保
養
所
の
管
理
運
営
委
託
も

含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
委
託
契
約
に
お
け
る
議
員
汚
職
の
問
題
は
、

足
立
区
議
会
始
ま
っ
て
以
来
の
不
名
誉
な
事
件
で
あ
っ
た
。
今
後
二

度
と
こ
の
様
な
事
が
な
い
よ
う
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が
、
責
任
あ
る

対
応
と
モ
ラ
ル
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
最
後
に
、
次
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、
本
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、

我
が
党
委
員
の
指
摘
し
た
事
項
及
び
提
案
、
要
望
事
項
を
尊
重
し
、

そ
の
実
現
に
向
け
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
と
と
も
に
、
区
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
努
力
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　
平
成
16
年
度
決
算
で
は
実
質
収
支
に
お
い
て
52
億
円
の
黒
字
と
な

り
、
実
質
収
支
比
率
は
3.7
％
と
な
っ
た
。
財
政
運
営
の
弾
力
性
や
健

全
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
79.6
％
、
前
年
度
よ
り
1.9
ポ
イ
ン
ト
改

善
さ
れ
、
ま
た
、
歳
入
決
算
総
額
に
占
め
る
負
債
比
率
も
0.43
か
ら
0.39

へ
と
改
善
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
都
区
財
政
調
整
交
付
金
が
前
年
度
に

比
べ
63
億
円
増
加
し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
で
特
別
区
民
税
収
入
は
７
年
連
続
の
減
収
に
な
り
、
財
政
調

整
交
付
金
等
へ
の
依
存
度
が
高
ま
っ
て
お
り
、
財
政
指
標
は
改
善
し

て
い
る
が
内
容
的
に
は
決
し
て
楽
観
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　
歳
出
で
は
、
民
生
費
が
１
千
億
円
を
突
破
し
、
歳
出
総
額
の
49.5
％

を
占
め
た
。
性
質
別
に
見
る
と
人
件
費
は
削
減
し
た
も
の
の
、
扶
助

費
の
増
加
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
42
億
円
、
7.9
％
増
の
572
億
円
に
な

っ
て
い
る
。
今
後
も
扶
助
費
は
伸
び
続
け
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

　
３
特
別
会
計
の
歳
出
で
は
前
年
度
に
比
べ
22
億
円
の
増
加
に
よ
り

１
千
393
億
円
と
な
っ
た
。
中
で
も
介
護
保
険
特
別
会
計
の
歳
出
決
算

は
10
％
以
上
の
伸
び
率
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
少
子
高
齢
社

会
を
考
え
た
時
、
医
療
費
や
介
護
保
険
経
費
の
増
加
は
区
に
と
っ
て

厳
し
い
状
況
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
。

　
区
は
人
件
費
が
23
区
で
一
番
低
く
、
更
に
今
後
10
年
間
で
職
員
を

１
千
人
削
減
す
る
が
、
指
定
管
理
者
制
度
や
民
活
の
手
法
で
、
事
業

の
質
と
量
を
落
と
す
こ
と
な
く
経
営
安
定
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
平
成
16
年
度
は
包
括
予
算
制
度
導
入
の
２
年
目
と
な
り
、
各
部
の

創
意
工
夫
の
下
、
財
政
基
盤
の
強
化
を
は
じ
め
「
協
働
」
と
い
う
経

営
理
念
に
基
づ
き
常
に
区
民
の
目
線
か
ら
具
体
的
で
効
果
的
な
施
策

を
遂
行
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
更
に
「
安
全
と
安
心
」
施
策
を

区
政
の
根
幹
に
置
き
、
安
全
・
安
心
の
基
盤
作
り
を
推
進
し
て
き
た
。

　
し
か
し
、
昨
今
の
想
定
外
の
災
害
を
考
え
た
時
、
新
し
い
視
点
か

ら
も
施
策
に
取
り
組
み
、
よ
り
一
層
の
対
策
を
期
待
す
る
。
審
議
の

中
で
、
行
政
評
価
の
充
実
・
税
金
の
無
駄
使
い
を
無
く
す
・
民
意
・

改
革
等
多
く
の
意
見
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
来
年
度
の
予

算
編
成
は
、
行
政
・
区
民
・
企
業
と
の
協
働
の
経
営
理
念
で
、
よ
り

高
次
の
協
働
を
実
現
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
本
特
別
委
員
会
で
シ
ア
タ
ー
１
０
１
０
、
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー

等
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
た
。
湯
河
原
区
民
保
養
所
の
事
件
は
我
が
党

委
員
か
ら
お
詫
び
し
た
が
、
再
発
防
止
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
最
後
に
本
特
別
委
員
会
で
、
我
が
党
委
員
か
ら
の
区
政
全
般
に
わ

た
る
多
く
の
提
案
、
要
望
、
指
摘
事
項
は
、
区
民
の
声
と
し
て
真
摯

に
受
け
と
め
、
区
政
執
行
に
努
め
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　
区
は
、
平
成
16
年
度
を
構
造
改
革
戦
略
の
仕
上
げ
の
年
と
し
て
い

た
が
、
増
大
す
る
区
民
の
困
難
に
ど
う
い
う
対
応
を
し
た
の
か
が
大

き
く
問
わ
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
決
算
審
議
の
中
で
も
、
20
数
年
前
と

比
べ
区
民
の
暮
ら
し
が
ど
ん
な
に
困
難
に
な
っ
た
か
明
ら
か
に
さ
れ

た
。
高
齢
者
の
医
療
費
は
全
て
無
料
だ
っ
た
の
が
１
割
負
担
に
な
り
、

年
金
は
60
歳
か
ら
65
歳
支
給
に
な
り
、
支
給
額
も
削
減
さ
れ
た
。
介

護
費
用
は
住
民
税
非
課
税
者
は
全
て
無
料
で
、
高
齢
者
福
祉
手
当
が

支
給
さ
れ
て
い
た
。
国
民
年
金
で
生
活
が
で
き
た
時
代
か
ら
、
年
金

で
は
生
活
で
き
な
い
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。
区
民
生
活
の
困
難
さ
は
、

負
担
と
痛
み
を
押
し
付
け
る
政
治
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
は
明

ら
か
だ
。
加
え
て
、
区
内
中
小
企
業
の
倒
産
は
５
年
連
続
100
件
を
超

え
、
平
成
16
年
度
も
101
件
、
負
債
総
額
は
550
億
５
千
600
万
円
に
も
及

ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
区
は
一
層
区
民
に
痛
み
と
負
担
を
強
い
る

区
政
を
す
す
め
た
。
生
き
が
い
奨
励
金
を
減
額
し
、
社
会
教
育
団
体

施
設
使
用
料
減
額
措
置
も
廃
止
、
高
齢
者
住
宅
改
修
の
改
悪
や
障
害

者
日
曜
教
室
も
廃
止
。
更
に
、
国
の
補
装
具
給
付
事
業
で
は
、
補
聴

器
乾
電
池
、
人
口
喉
頭
用
電
池
な
ど
の
補
助
ま
で
な
く
し
た
。

　
介
護
保
険
で
の
ホ
テ
ル
コ
ス
ト
の
導
入
や
、
住
区
セ
ン
タ
ー
の
有

料
化
ま
で
行
お
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
ど
こ
が
区
長
の
い
う
「
安
心

と
明
る
い
未
来
を
育
む
」
も
の
だ
っ
た
の
か
。
区
長
は
「
財
政
状
況

が
厳
し
い
」
と
説
明
し
て
き
た
が
、
減
債
基
金
は
78
億
円
積
み
増
し

し
、
更
に
剰
余
金
が
52
億
円
あ
り
、
現
在
で
も
10
億
円
余
の
使
い
道

が
決
ま
っ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
お
金
を
区
民
本
位
に
使
え
ば
、
区

民
施
策
を
廃
止
・
削
減
す
る
必
要
性
は
全
く
無
く
、
区
民
の
暮
ら
し

を
応
援
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
シ
ア
タ
ー
１
０
１
０
の
指
定
管
理
者

で
あ
る
㈱
足
立
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
ツ
の
ず
さ
ん
な
運
営
に
は
目

を
つ
む
り
、
協
定
に
な
い
「
事
務
手
数
料
」
を
１
億
４
千
700
万
円
も

つ
ぎ
込
む
不
透
明
な
お
金
の
流
れ
が
あ
り
、
元
議
員
が
引
き
起
こ
し

た
汚
職
事
件
で
は
、
区
の
職
員
の
関
与
が
指
摘
さ
れ
た
。
竹
の
塚
公

共
駐
車
場
建
設
と
そ
の
管
理
運
営
で
は
、
特
定
の
共
同
事
業
者
に
利

益
を
誘
導
し
て
き
た
。
区
民
の
暮
ら
し
に
必
要
な
施
策
は
削
り
、
特

定
の
事
業
者
に
は
億
単
位
の
お
金
を
投
入
し
便
宜
を
は
か
る
な
ど
、

到
底
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、
均

等
割
、
所
得
割
、
と
も
に
値
上
げ
を
し
た
。

　
我
が
党
は
こ
の
本
特
別
委
員
会
に
あ
た
っ
て
、
独
自
に
実
施
し
た

区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
踏
ま
え
、
審
議
の
中
で
様
々
な
提
案
を

し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
真
に
自
治
体
ら
し

い
自
治
体
と
し
て
区
政
運
営
を
行
う
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　
平
成
16
年
度
は
、
足
立
区
構
造
改
革
戦
略
の
総
仕
上
げ
の
年
、
新

基
本
構
想
の
策
定
、
包
括
予
算
制
度
２
年
目
な
ど
、
足
立
区
に
と
っ

て
今
後
の
基
礎
を
築
き
、
着
実
に
進
め
る
重
要
な
年
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
区
財
政
を
取
り
巻
く
経
済
環
境
は
依
然
厳
し
く
、
16
年

度
当
初
予
算
は
マ
イ
ナ
ス
１
％
の
２
千
121
億
円
余
、
う
ち
義
務
的
経

費
は
構
成
比
で
60
％
に
近
づ
き
、
人
件
費
を
11
億
円
余
削
減
し
た
が
、

11.5
％
の
増
、
投
資
的
経
費
は
マ
イ
ナ
ス
44.2
％
、
不
況
を
背
景
と
し
た

財
政
の
硬
直
化
は
顕
著
で
あ
り
、
前
途
多
難
な
船
出
で
あ
っ
た
。

　
平
成
16
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
は
、
175
億
円
余
の
区
債
発
行
や
、

特
別
区
交
付
金
等
が
増
加
し
た
が
、
国
庫
支
出
金
・
特
別
区
民
税
等

の
減
で
５
億
円
が
減
少
し
た
。
こ
れ
は
、
引
き
続
き
大
変
厳
し
い
区

内
の
景
気
や
雇
用
状
況
・
区
民
生
活
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
区
の
最
大
の
課
題
は
財
源
の
確
保
で
あ
り
、
収
入
未
済

は
不
納
欠
損
と
な
ら
な
い
よ
う
回
収
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
国
や
都
の

事
業
を
取
り
込
み
補
助
金
・
低
利
貸
付
金
を
あ
て
に
す
る
手
法
を
改

め
、
国
に
対
し
超
過
負
担
の
解
消
を
強
く
求
め
る
こ
と
。
東
京
都
と

の
主
要
５
課
題
の
解
決
に
は
23
区
と
し
て
の
立
場
を
貫
く
な
ど
、
一

層
の
工
夫
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

　
歳
出
で
は
土
木
費
・
産
業
経
済
費
等
は
減
少
し
た
が
、
民
生
費
・

環
境
衛
生
費
等
の
増
で
、
前
年
と
同
規
模
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
民

生
費
は
１
千
億
円
を
超
え
、
歳
出
総
額
の
49.5
％
と
な
っ
た
。
こ
れ
を

区
の
特
色
と
諦
め
ず
、
内
容
の
改
善
・
質
的
転
換
を
早
急
に
図
る
べ

き
で
あ
る
。
基
金
残
高
は
287
億
円
余
で
あ
り
、
う
ち
義
務
教
育
施
設

建
設
資
金
積
立
基
金
は
７
億
円
余
。
耐
震
工
事
・
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
・

新
設
校
工
事
等
の
財
政
的
な
裏
付
け
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
各
種
基

金
の
積
み
上
げ
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
と
指
摘
す
る
。

　
決
算
で
は
、
経
常
収
支
比
率
は
３
年
ぶ
り
に
80
％
を
切
り
、
公
債

費
比
率
も
0.4
ポ
イ
ン
ト
減
少
、
実
質
収
支
比
率
は
0.3
ポ
イ
ン
ト
下
が

っ
た
が
基
準
値
内
で
あ
り
、
概
ね
妥
当
な
決
算
と
認
め
る
が
、
予
算

の
執
行
に
は
、
一
層
の
努
力
を
要
望
す
る
。
更
に
行
政
監
察
制
度
と

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
契
約
制
度
の
見
直
し
を
求
め
る
。
㈱
足
立
都
市
活
性

化
セ
ン
タ
ー
の
解
散
・
シ
ア
タ
ー
１
０
１
０
関
連
の
問
題
は
、
指
定

管
理
者
制
度
の
問
題
で
あ
り
、
管
理
・
運
営
が
民
間
企
業
で
あ
っ
て

も
、
情
報
の
公
開
・
経
過
の
全
て
を
議
会
に
説
明
す
る
責
任
を
区
は

負
っ
て
い
る
。
以
上
３
つ
の
問
題
の
早
急
な
解
決
を
要
望
す
る
。

　
最
後
に
本
決
算
特
別
委
員
会
に
お
け
る
指
摘
・
提
案
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
来
年
度
の
予
算
編
成
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
を
強
く
要
望
す
る
。
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